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【手続補正書】
【提出日】平成28年8月30日(2016.8.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　セルラ通信及びＤ２Ｄ近傍サービスをサポートするユーザ端末であって、
　前記セルラ通信の上りリンク無線リソースを使用して、他のユーザ端末にＤ２Ｄ信号を
送信するように構成された制御部を備え、
　前記上りリンク無線リソースは、前記セルラ通信においてＳＲＳ送信に使用されるＳＲ
Ｓリソース及び前記セルラ通信においてＰＲＡＣＨ送信に使用されるＰＲＡＣＨリソース
を含み、
　前記制御部は、前記ＳＲＳリソース及び前記ＰＲＡＣＨリソースの使用を避けながら前
記Ｄ２Ｄ信号を送信するように構成される
　ユーザ端末。
【請求項２】
　前記Ｄ２Ｄ信号は、近傍のユーザ端末を発見するためのＤ２Ｄ発見信号を含む
　請求項１に記載のユーザ端末。
【請求項３】
　前記上りリンク無線リソースは、前記ＳＲＳリソース及び前記ＰＲＡＣＨリソースとは
異なるサブセットをさらに含み、
　前記制御部は、時間及び周波数領域において、前記Ｄ２Ｄ信号の送信を前記サブセット
のみに制限するように構成される
　請求項１に記載のユーザ端末。
【請求項４】
　前記ＳＲＳリソースは、上りリンクサブフレームの最終シンボルに設けられ、
　前記制御部は、Ｄ２Ｄサブフレームの最終シンボルの使用を避けながら前記Ｄ２Ｄ信号
を送信するように構成される
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　請求項１に記載のユーザ端末。
【請求項５】
　前記上りリンク無線リソースは、ＤＭＲＳ送信に使用されるＤＭＲＳリソースをさらに
含み、
　前記制御部は、前記ＤＭＲＳリソースの使用をさらに避けながら前記Ｄ２Ｄ信号を送信
するように構成される
　請求項１に記載のユーザ端末。
【請求項６】
　セルラ通信及びＤ２Ｄ近傍サービスをサポートするユーザ端末に備えられる装置であっ
て、
　前記セルラ通信の上りリンク無線リソースを使用して、他のユーザ端末にＤ２Ｄ信号を
送信するように構成されたプロセッサを備え、
　前記上りリンク無線リソースは、前記セルラ通信においてＳＲＳ送信に使用されるＳＲ
Ｓリソース及び前記セルラ通信においてＰＲＡＣＨ送信に使用されるＰＲＡＣＨリソース
を含み、
　前記プロセッサは、前記ＳＲＳリソース及び前記ＰＲＡＣＨリソースの使用を避けなが
ら前記Ｄ２Ｄ信号を送信するように構成される
　装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】ユーザ端末及び装置
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　一実施形態によれば、ユーザ端末は、セルラ通信及びＤ２Ｄ近傍サービスをサポートす
る。前記ユーザ端末は、前記セルラ通信の上りリンク無線リソースを使用して、他のユー
ザ端末にＤ２Ｄ信号を送信するように構成された制御部を備える。前記上りリンク無線リ
ソースは、前記セルラ通信においてＳＲＳ送信に使用されるＳＲＳリソース及び前記セル
ラ通信においてＰＲＡＣＨ送信に使用されるＰＲＡＣＨリソースを含む。前記制御部は、
前記ＳＲＳリソース及び前記ＰＲＡＣＨリソースの使用を避けながら前記Ｄ２Ｄ信号を送
信するように構成される。
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